
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
五
十
三
回
）

「
遣
新
羅
使
と
万
葉
集
～
そ
の
８
～

」

～
韓

亭

か
ら
と
ま
り

（
現
・
唐
泊
）
で
の
歌
～

天
平
八
年
（
７
３
６
）
の
遣
新
羅
使
一
行
は
、
順
風
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
か
一
カ
月
も
足
止
め
と
な
っ
た
筑

紫

館

つ
く
し
の
む
ろ
つ
み

（
現
・
福
岡
市
中
央
区
城
内
）
か

ら
出
航
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
は
台
風
シ
ー
ズ
ン
だ
っ
た
ら

し
く
、
博
多
湾
内
に
あ
っ
た
那
の
大
津
を
出
港
後
、
間
も
な
く
湾
内
西
北
へ
約
１

２
ｋ
ｍ
離
れ
た
位
置
に
あ
る
玄
界
灘
に
突
出
し
た
糸
島
半
島
の
突
端
東
に
近
い

停
泊
地
「
韓
亭
」
に
風
待
ち
で
仮
泊
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
に
使
人
た
ち
が

作
っ
た
次
の
題
詞
の
歌
が
万
葉
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

「

筑

前

つ
く
し
の
み
ち
の

国く
ち

志し

麻ま
の

郡
こ
ほ
り

の
韓か

ら

亭
と
ま
り

に
到
着
し
、
碇
泊
し
て
三
日
を
過
ぎ
た
。
そ
の

時
に
、
夜
月
の
光
が
こ
う
こ
う
と
海
面
を
照
ら
す
光
景
に
接
し
急
に
旅
愁
を
覚
え
、

各
人
が
そ
の
心
情
を
述
べ
て
作
っ
た
歌
六
首
」
が
あ
る
。

「
筑
前
の
国
志
麻
郡
の
韓
亭
」
は
日
本
歴
史
地
名
大
系
「
福
岡
県
の
地
名
」
な
ど

に
は
、【
奈
良
時
代
か
ら
み
え
る
湊
。
糸
島
半
島
の
東
の
突
端
部
に
あ
た
る
。

対
外
航
路
の
重
要
地
で
、
韓
人
を
は
じ
め
内
外
の
外
交
使
節
が
宿
泊
す
る
施
設
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
韓
亭
」
の
名
が
付
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。】
と
あ
り
、
現
在

の
福
岡
市
西
区
宮
浦
、
地
内
の
地
域
名
で
あ
る
「
唐
泊
」
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。



１
）
韓

亭

か
ら
と
ま
り

能
許

の

こ

の
浦
波

立
た
ぬ
日
は

あ
れ
ど
も

家
に

恋
ひ
ぬ
日
は
な
し

作
者
未
詳

巻
十
五
―
三
六
七
〇

（
解
説
）
こ
こ
韓
亭
（
現
唐
泊
）
、
能
許
の
浦
に
波
の
立
た
な
い
日
は
あ
る
け
れ

ど
も
、
遠
く
離
れ
て
来
た
我
が
家
を
恋
し
く
思
わ
な
い
日
は
な
い
。

・「
写
生
地
１
」
は
唐
泊
集
落
の
西
背
後
の
丘
陵
地
に
建
つ
、
古
寺
・
東
林
寺



（
山
号
・
唐
泊
山
）
境
内
か
ら
眼
下
に
漁
港
近
く
の
漁
村
と
「
能
許
の
浦
」
と
呼

ば
れ
た
入
海

い
り
う
み

と
東
方
に
約
六
キ
ロ
隔
て
た
対
岸
に
博
多
湾
の
中
央
か
ら
や
や
西

寄
り
の
海
上
に
浮
か
ぶ
能
許
（
現
・「
能
古
島
」
＝
福
岡
市
西
区
）
を
描
く
。

（
杏
花
）

２
）
風
吹
け
ば

沖
つ
白
波

恐
か
し
こ

み

と

能
許

の

こ

の

亭
と
ま
り

に

あ
ま
た
夜
そ
寝ぬ

る
作
者
未
詳

巻
十
五
―
三
六
七
三

（
解
説
）
風
が
吹
く
の
で
、
沖
の
白
波
の
恐
ろ
し
さ
に
、
能
許
の
と
ま
り
に
幾
晩

も
寝
る
こ
と
で
あ
る
。

・
瀬
戸
内
海
航
路
と
い
っ
て
も
古
代
に
お
い
て
は
現
在
の
よ
う
な
安
全
な
航
海
で

は
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
現
に
天
平
八
年
の
遣
新
羅
使
た
ち
も
、
九
州
上
陸
に

際
し
て
暴
風
雨
に
遭
っ
て
、
命
か
ら
が
ら
、
豊
前
国
（
現
・
大
分
県
中
津
市
）
に

上
陸
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
時
の
こ
と
を
思
い
だ
し
、
沖
の
白
波
を
み
れ
ば

恐
ろ
し
く
感
じ
る
気
持
ち
を
歌
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。



「
韓
亭
」
は
糸
島
半
島
北
東
部
、
旧
北
崎
村
の
港
町
、「
唐
泊
」
で
、
現
在
は
福

岡
市
の
内
で
あ
る
。
唐
泊
の
港
は
博
多
湾
の
入
口
西
側
に
在
っ
て
、
東
側
は
能
古

島
で
東
風
を
。
北
の
灘
山
（
標
高
２
１
０
ｍ
）
で
北
風
を
さ
え
ぎ
り
、
港
口
が
南

に
向
い
て
い
る
の
で
玄
界
灘
か
ら
の
荒
波
を
よ
け
る
の
に
都
合
が
よ
く
停
泊
に

好
適
な
場
所
に
あ
る
た
め
古
代
か
ら
避
難
港
に
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
写
生
地
２
）
唐
泊
港
の
北
の
小
高
い
丘
の
中
腹
に
鎮
座
す
る
村
の
鎮
守
社

「
大
歳
宮

お
お
と
し
ぐ
う

」
境
内
か
ら
眼
下
に
難
山
の
麓
に
古
代
韓
人
を
初
め
内
外
の
外
交
使
節

が
宿
泊
す
る
施
設
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
唐
泊
の
家
並
み
を
描
く
（
杏
花
）

（
参
考
文
献
）
・
日
本
古
典
文
学
大
系
・
日
本
歴
史
地
名
大
系
「
福
岡
県
の
地
名
」
・
上
野
誠
「
万
葉
び
と
の
筑
紫
」
他



・「
韓
亭
（
唐
泊
）
位
置
図
」

（
交
通
経
路
）
韓
泊
へ
は
福
岡
市
地
下
鉄
が
乗
り
入
れ
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
筑
肥
線

「
筑
前
前
原
」
で
バ
ス
に
乗
り
換
え
宮
ノ
浦
で
下
車
し
東
へ
約
１
ｋ
ｍ
海
岸
沿
い

に
進
む
と
唐
泊
漁
港
、
漁
村
に
至
る
。


